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運動様式の違いからみた幼児の日常身体活動量と 
基本的運動能力との関係

佐々木　玲子 * 　　　石沢　順子 **　　　楠原　慶子 ***

奥山　靜代 ****

The relationship between fundamental movement skills 
and the extent of daily physical activity in preschool children

Reiko Sasaki1）, Junko Ishizawa2）, Keiko Kusuhara3）

Shizuyo Okuyama4）

	 Fundamental movement skills are significantly associated with habitual physical activity. Recently, it has become 
clear that children have become less physically active than in the past, and some studies have shown that children’s 
fundamental movement skills have been declining in recent decades. Human movements have various characteristics, 
and not all movement skills are associated with physical activity level. In this study, we investigated the relationship 
between 5 fundamental movements （25-m run, zigzag run, standing long jump, softball throwing, and ball bouncing） 
and the daily physical activity level of 4-to-6-year-old preschool children. Physical activity was assessed using a triaxial 
accelerometer for a week. We examined the time children spent engaged in moderate-to-vigorous physical activity （MVPA） 
during everyday activities.
	 We found that fundamental movement skills were greater among older children than in younger children. The degree 
of MVPA was also higher among boys versus girls. There was a statistically significant relationship between the total score 
for the 5 movements and MVPA. However, when the relationship between MVPA and each movement item was assessed 
individually, some differences were observed. The 25-m run, zigzag run, and standing long jump were associated with 
the degree of MVPA, but softball throwing and ball bouncing were not associated with MVPA. These findings suggest 
that each particular movement needs to be practiced to enable mastery of movement skills, particularly with respect to 
manipulative movements.
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ても同様である（Sugihara, et al 2006，穐丸 2003）。特

に幼児期は神経系の機能の発達が著しく，様々な動きを

獲得していく大切な時期であり，この時期は日常生活に

必要な諸動作や将来的にスポーツ活動に結びつく動き

Ⅰ．緒　　言

　子どもの体力・運動能力がかつてに比べて低水準であ

ることは，児童，生徒だけでなく，就学前の幼児におい
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などの基本的な動作を身につけていくための基盤とな

る時期と考えられる（Gallahue & Ozmun 1998）。この

時期に多様な運動刺激を受けることによって様々な動き

を獲得することが可能になる。また「体力運動能力調

査」（文部科学省）にみられるような定量的なデータか

ら明らかな体力や運動能力の低下だけでなく，いわゆる

動きのぎこちなさや身のこなしの悪さといった（転んで

も手をつけない，まっすぐに走れない，うまく身をかわ

せない，など）子どもたちの動きの質の低下も顕在化し

ている。これらの現象を引き起こす要因の一つには，子

どもの身体活動量や運動経験の不足があげられる。本来

幼少期には遊びを通じた身体活動経験が重要であり，そ

れによって心身の健康が育まれ，多くの動きを身につけ

ていくべきである（財団法人体育科学センター 1986）。 

日常の身体活動の絶対的な量の不足と同時に，動きの

多様性，経験が不足していることが近年の問題である。

こういった現状を受けて，2010年には日本体育協会か

ら「 1日最低60分の身体活動」という子どもたちに対

するガイドラインが出された（財団法人日本体育協会 

2010）。さらに 2012年には文部科学省から幼児に的を

絞って「幼児期運動指針」（文部科学省幼児期運動指針

策定委員会 2012）が出され，子どもが主体的にからだ

を動かす遊びを中心とした身体活動を生活全体の中に確

保することの必要性が強く謳われている。近年の子ども

の身体活動量の減少については，諸外国でも同様に問

題視されており，身体活動のガイドラインが提言され

ている（堀内ら 2008）。身体活動量の具体的な目標値と

して，幼児で10,000～14,000歩，中強度以上の活動時間

は60～100分としているものもある（Tudor-Locke & 

Bassett 2004）。

　幼児の身体活動量についてはこれまでにも多くの報告

がなされており，その測定法も多様である（質問紙，歩

数計，加速度計，心拍計，呼気ガス分析，DLW 法など）。

それぞれに長所短所はあるが，簡便で同時に多数の幼児

を対象にデータを収集するために，これまで歩数計を用

いた研究が多くなされてきた。さらに幼児の場合，日

常の活動が locomotion 以外の多くの活動から成り立っ

ていることから，移動の無い状態での活動量も含めてそ

れらをより正確にとらえるため，加速度計を用いた方法

が最近では多くみられるようになってきた。いずれの方

法であってもこれらの研究では，最近の子どもたちの活

動量が以前に比べて著しく低下しているという現状が

明らかにされている（加賀谷 2003，田中と田中 2009， 

清水ら 2006，塩見ら 2002，石沢ら 2011，鈴木 2001，

中野ら 2010，塩見 2011）。

　幼児の体力・運動能力についても走，跳，投を中心と

した基本的な運動の測定結果から最近の低下傾向が確か

められている。また，それらと身体活動量との関係につ

いて検討している研究も多い。そこでは日常の身体活動

量と運動能力と間に正の相関関係が認められ，日常的に

活動量が多く活発に動いている子どもの方がそうでない

子どもに比べて運動能力全般が高い傾向にあることが示

されている（田中 2009，清水ら 2006，鈴木 2001，中野

ら 2010， Barnett et al 2011，Fisher et al 2005）。これら

の研究の多くは，測定した複数の種目を標準化すること

によって総合的な能力として扱っている。しかしながら

運動能力として総合的にみる一方で，各運動の様式を考

えた場合，それぞれに主働的な運動部位や身体の使い方

などは異なるものがあり，日常の身体活動様式との関係

性は必ずしも同等ではないことが予想される。日常的な

活動の中には歩く，走るのような自ずと出現頻度が高く

なる動きもあれば，意識して行わないとその出現頻度が

低いものもある。動作の獲得に重要な意味を持つ幼少期

においてはまさに多様な動きの経験が重要であり，活動

をとらえる場合にもその量のみならずどのように動いて

いるのかを把握することも必要になると考えられる。

　以上のことから本研究では，運動獲得にとって重要な

時期にある幼児を対象とし，日常身体活動量と基本的な

運動能力の現状を示すとともに，両者の関係を運動様式

（種目）ごとに分けてとらえその特徴を明らかにするこ

とを目的とした。

Ⅱ．方　　法

対　象

　対象は，幼稚園（ 3園）に通う年長・年中クラスの男

女児であった。全体を学年，男女別に分け，表 1にそれ

らの特性を示した。

身体活動量測定

　身体活動量は， 3軸加速度計式活動量計（オムロン社

製，Active Style Pro ; HJA-350 IT）を用いて連続した一

週間の歩数ならびに活動強度の測定を行った。

　活動量計は伸縮性のある特性ベルトに内挿し，幼児の

日常の自然な動きを妨げることの無いよう，ベルトをウ

エスト周りに巻いて腰の高さに装着した。測定にあたっ
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必要がある。石沢ら（2011）は本活動量計を用いた調査

で，中強度以上の評価レベルを検討し，3METs の基準

では低すぎることを示唆している。

　そこで筆者らは，事前調査として，歩行獲得後の幼児

（ 2～ 6歳） 4名を対象に本活動量計を装着し，同時に

運動・遊びを含んだ日常生活活動動作中（歩く，走る，

跳ぶ，蹴る，投げる，寝転がる，等々が含まれる）の様

子をビデオ撮影し，両者を対照して動きと活動量計測定

値とのおおよその対応を確かめた。その結果，ゆっくり

歩行はおおよそ 2～ 3METs，速歩，小走りはおおよそ

4～ 5METs，走行以上はおおよそ 6～10METs の値が

示されていることを確認した。

　本研究ではこれらのことをもとに，活動量計に表示さ

れる 4METs を中強度以上と判断する値として用いるこ

ととした。サンプリングタイムを10秒とし，4METs 以

上の測定値が得られた合計時間を中・高強度活動時間

（分）として活動強度の指標とした。

　また，歩数のデータ採択カットオフポイントは先行研

究（Rowe et al 2004）を参考に 1日の合計が下限1000歩，

上限30000歩とした。

データ取得と処理

　活動量計に保存されたデータは，専用ソフト（OMRON 

BI-LINK 活動量 PRO）を用いてパソコンに取り込み，

処理，解析を行った。身体活動量として，平日，休日そ

れぞれの 1日あたり平均歩数および中・高強度活動時間

を算出した。基本的運動能力指標として，各種目の測定

値，および T-score を用いて 5種目を総合得点化した。

これらの値をもとに対象としたの幼児の 4群（年長・年

中，各男女）について，活動量（ 1日あたり平均歩数と

中・高強度活動時間）と運動能力（総合的運動能力およ

び各種目）との関係を検討した。

　身体活動量としての歩数，中・高強度活動時間，およ

び基本的運動能力測定値について，対象群間の比較には

分散分析を，また活動量と基本的運動能力との関係を

ては，活動量計を毎日起床から就寝までの間，入浴や水

泳など活動量計が装着不可能な場合を除き，できる限り

長時間装着することとした。活動量計装着期間は，平日

5日，休日（土・日曜日） 2日分を十分に取得できるよ

う，測定実施期間を 9日間とした。装着期間中の日々の

活動については，保護者によって記録用紙に記入して

もらい，補助的に活動の概要を把握した。測定時期は， 

10月～12月， 1月の間とし，身体活動量に影響の大きい

特別な行事（運動会，遠足など）のない連続した測定期

間を設定した。

基本的運動能力測定

　基本的運動種目は，先行研究（森ら 2010，穐丸 2003，

佐々木 2010）等を参考にしたうえで，対象園で測定可

能な種目として，「25m 走」，「ジグザグ走（1.5m 間隔に

置かれた 4本のポールを交互にかわして往復20m 走）」，

「立ち幅跳び」，「ボール投げ（ソフトボールの遠投）」， 

「まりつき」の 5種目を設定した。測定時期は，10月～

12月の間で身体活動量測定に近接した日を設定した。測

定は，幼稚園の室内，園庭を原則とし，必要に応じて隣

接する小学校の校庭，近隣の公園において実施した。 5

種目それぞれの測定方法は先行研究（阿江 2007）に準

じた。

活動強度の設定について

　本活動量計において活動強度は， 3軸方向の加速度を

検出しそれをもとに活動強度を定めるものであり，動き

が不規則でかつ多様である幼児の活動量をとらえるため

には従来の 1軸のものに比べてより適切なものとされて

いる（Tanaka et al 2007）。しかしここで推定される活

動強度としての METs 値は成人を対象として算出されて

おり，幼児の活動量としてそのまま適用することには問

題があるとされる（田中 2008）。日常生活活動の中に一

定時間以上取り入れたい中強度の運動レベルを成人では

3METs 以上としているが，幼児の場合これを修正する

表 1．対象児の年齢および身体特性

人数 年齢（歳） 身長（cm） 体重（kg）

年長クラス
男児 23 6.1± 0.3 114.8± 4.5 20.2± 2.1
女児 41 6.2± 0.3 113.1± 4.0 19.4± 2.0

年中クラス
男児 26 5.0± 0.3 107.4± 4.1 17.8± 2.0
女児 35 5.1± 0.3 106.9± 4.5 17.6± 2.5

（平均値 ± 標準偏差）
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みるために相関分析を行った。統計処理には，日本版

SPSS Statistics 19を用いた。統計の有意水準は 5 % 以下

とした。

　活動量計のデータは，対象とした幼児の生活行動全般

を考慮し， 1日あたりの装着時間が 7時間（420分）以

上の記録があるものを有効とし，平日 2日以上，休日 1

日以上のデータが有効である125名を分析対象とした。

倫理審査

　実施にあたっては，全対象児の保護者に研究内容を書

面および口頭にて説明し，承諾が得られたもののみ行っ

た。本研究は，慶應義塾大学研究倫理審査委員会の承認

を得て実施されたものである。

Ⅲ．結　　果

1．年齢・性別にみた身体活動量

　対象児の 1日あたりの平均歩数および中・高強度活動

時間について，平日と休日それぞれの平均値を各群別に

示したものが表 2である。 1日あたりの歩数は，年長男

児の平日で10850±3249歩と平均で10000歩を超える値

であり他の群との差が見られた。年長女児9131±2352

歩，年中男児9442±2821歩，年中女児8570±2276歩と

全般的に歩数は少ない傾向であった。さらに休日の歩

数は少ない傾向にあり（年長男児8592±2817歩，年長

女児6356±2052歩，年中男児9212±3437歩，年中女児

7251±2727歩），平日と休日の歩数を比べると，年中男

児を除くすべての群で休日の方が平日より統計的に有意

に少なかった。

　 1日あたりの中・高強度活動時間は平日で年長男児

の平均が66.9±31.1分と最も長く， 4群中最も短い年

中女児（48.4±20.9分）との間には有意な差がみられた

（p＜0.05）。平日と休日を比べると，年中男児以外は休

日の方が短い傾向にあり，年長女児では平日に比べて休

日の時間が有意に短かった（それぞれ55.0±29.8，31.8

±16.7分，p＜0.05）。

　年齢，性を考慮した偏相関分析によって歩数，中・高

強度活動時間，およびそれぞれの平日と休日との関係

をみると，平日歩数と休日歩数（r＝0.29，p＜0.05），

平日における歩数と中・高強度活動時間（r＝0.81，

p＜0.01），休日における歩数と中・高強度活動時間

（r＝0.723，p＜0.01）にそれぞれ有意な相関関係が認め

られた。

2．年齢・性別にみた基本的運動能力測定値

　基本的運動能力として測定した 5種目について，表 3

に各群別の平均値を示した。どの種目においても年齢間

の差がみられたが，種目によってその関係性は異なる

ものであった。25m走ではすべての群間で学年による差

がみられた（「年長女児 vs 年中男児」のみ p＜0.05，他

は p＜0.01）。ジグザグ走では年長男児と年中女児，年

長女児と年中女児（それぞれ p＜0.01），立幅跳びでは

年長男児と年中男児および年中女児，年長女児と年中女

児（すべて p＜0.01）ボール投げでは年長男児と年中女

児（p＜0.01），年長女児と年中女児（p＜0.05），まりつ

きでは年長男児と年中女児（p＜0.05）間に有意な差が

みられた。また 5種目総合（T スコア平均値）もすべて

の群間で学年による差がみられた。一方，すべての項目

において同一学年における男女間には統計的に有意な差

はみられなかった。

表 2．平日と休日の 1日あたりの総歩数と中・高強度活動時間

1日あたり総歩数（歩） 1日あたり中・高強度活動時間（分）
平　日 休　日 平　日 休　日

年長クラス
男児 10850± 3249 †8592± 2817 66.9± 31.1 55.2± 31.4
女児  9131± 2352 ‡6356± 2052 55.0± 29.8 †31.8± 16.7

年中クラス
男児  9442± 2821   9212± 3437 53.0± 28.8 54.5± 26.0
女児  8570± 2276 †7251± 2727 48.4± 20.9 40.3± 21.2

（平均値 ± 標準偏差）

p＜0.01， * p＜0.05
p＜0.01， †p＜0.05（平日 vs 休日）

**
‡

*
**

*

**
****

* *

**
**
**
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3．運動能力測定値と身体活動量との関係

　運動能力の総合評価として 5種目の T スコアの平均

値を用い， 1日平均歩数および中・高強度活動時間と

の関係をそれぞれ図 1 - a，b に示した。運動能力と 1日

平均歩数，運動能力と中・高強度活動時間はともに統計

的に有意な相関を示した（それぞれ r＝0.26 ; p＜0.01，

r＝0.31 ; p＜0.01）。

　さらに，測定した 5種目それぞれについて同様に 1日

平均歩数および中・高強度活動時間との関係について，

学年，性別を考慮して相関分析を行いそれぞれの偏相関

係数を表 4に示した。平日歩数と 5種目それぞれのとの

関係をみると，25m 走，ジグザグ走，立幅跳びでは統

計的に有意な相関関係（それぞれ r＝ ‒ 0.399 ; p＜0.01，

r＝ ‒ 0.308 ; p＜0.01，r＝0.209 ; p＜0.05）を有している

のに対し，ボール投げ，まりつきでは関係性はみられ

なかった。中・高強度活動時間についても同様であっ

た（25m 走 : r＝ ‒ 0.403 ; p＜0.01， ジ グ ザ グ 走 : r＝

‒ 0.385 ; p＜0.01，立幅跳び : r＝0.218 ; p＜0.05）。図 2

には中・高強度活動時間と 5種目について学年・性別の

4群でプロットを区別して関係性を示したが，どの群に

おいても活動量と各運動能力間の関係性は同様の傾向で

あることが認められる。一方，休日については，平均歩

数と中・高強度活動時間それぞれと各種目との間に有意

な関係はほとんど見られなかった（歩数 vs ジグザグ走，

r＝ ‒ 0.32 ; p＜0.01のみ）。

図 1．身体活動量と運動能力（ T得点）
1- a   平均歩数（平日）－ T得点（ 5種目平均）
1-b  中・高強度活動時間（平日）－ T得点（ 5種目平均）

Ｔ
-s
co
re

r = 0.26 （p<0.01）

a b

r = 0.31 （p<0.01）

Ｔ
-s
co
re

歩数（歩 / 日） 中・高強度活動時間（分 /日）

表 3．基本的運動 5種目の測定値
25ｍ走（秒） ジグザグ走（秒） 立幅跳び（ｍ） ボール投げ（ｍ） まりつき（回） 5種目総合（t-score）

年長クラス
男児 6.3± 0.6 10.6± 1.3 102.8± 18.2 5.5± 1.9 15.4± 3.2 55.7± 7.1
女児 6.4± 0.6 10.6± 1.0  96.2± 12.4 4.5± 1.6 14.5± 2.3 53.0± 5.9

年中クラス
男児 7.0± 0.8 11.4± 1.5  85.7± 19.4 4.3± 1.7  7.0± 1.4 47.9± 6.7
女児 7.3± 0.7 12.0± 1.3  78.1± 14.3 3.3± 1.3  4.9± 0.8 44.4± 5.6

（平均値 ± 標準偏差）

p＜0.01， * p＜0.05**

* **
**

**
**
** **

** ** *
** *** **

**
*
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表 4．平均歩数および中・高強度活動時間と運動能力各種目との相関（偏相関係数）
25ｍ走 ジグザグ走 立幅跳び ボール投げ まりつき

平均歩数
平日 ‒.399 ** ‒ .308 ** .209 * ‒ .071 ns .051 ns
休日 ‒.150 ns ‒ .320 ** .101 ns .094 ns ‒ .080 ns

中・高強度
活動時間

平日 ‒.403 ** ‒ .385 ** .218 * ‒ .003 ns .025 ns
休日 ‒.083 ns ‒ .177 ns .022 ns .012 ns ‒ .035 ns

（**：p＜0.01，*：p＜0.05）

図 2．種目別にみた中・高強度活動時間（平日）と運動能力との関係

r = ‒ 0.385 （ p<0.01 ）

r = 0.218 （ p<0.05 ）

r = ‒ 0.403 （ p<0.01 ）

（sec） （m）

（sec） （回）

（m）

中・高強度活動時間（分 /日）

中・高強度活動時間（分 /日）

中・高強度活動時間（分 /日）

中・高強度活動時間（分 /日）

中・高強度活動時間（分 /日）

25m走

ジグザグ走

立幅跳

ボール投げ

まりつき
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Ⅳ．考　　察

1．幼児の日常身体活動量の現状

（ 1）歩数と活動強度からみた幼児の身体活動水準

　これまで幼児の身体活動量に関する調査研究は， 

歩数を指標として評価するものが多くなされてきた 

（加賀谷 2003，田中と田中 2009，清水ら 2006，塩見

ら 2002，石沢ら 2011，鈴木 2001，中野ら 2010，塩見 

2011， 田 中 2009，Ridgers 2006，Tudor-Locke 2004）。

本研究における幼児の 1日平均歩数は，年長男児が平

均値で最も多かったが10000歩を少し上回る程度であり

（10850±3249歩），先行研究の報告に比べ，少なかった。

平均歩数は平日に比べて休日でさらに少なかったが，こ

の傾向は先行研究においても示されており，同時に休日

では個人差も大きいことが報告されている。

　一方，活動量計の加速度情報から得られる基準をもと

にした中・高強度活動（走行程度以上の運動）時間は，

年長男児で平日に67分で最も多かった。子どもの健康な

身体を維持するために推奨される活動量のガイドライン

（財団法人日本体育協会2010）は 1日60分間の活発な運

動であるが，年長男児の平均がそれをかろうじて上回る

というレベルであり，他の群はどれもそこに達するもの

ではなく，活動強度からみても低い水準であることがわ

かった。Tanaka & Tanaka（2007）は， 1日のうち中強

度以上の活動が60分レベルに相当するのは歩数でいう

と約10000歩であると報告しているが，本研究の年長男

児はちょうどそれに合致する。

　本研究では活動量計の装着時間が 7時間以上のものを

データとして採用したが，他の研究ではそれ以上の装着

時間のものが多く，本研究での活動量の低い値はそのこ

とが影響した可能性は否定できない。しかしながら，平

日の場合は朝自宅での装着から降園後まで常に計測され

ており在園中の記録はほぼすべてが含まれる。幼稚園児

の場合，平日 1日の活動量は在園中に高い傾向にある（中

野ら 2010）ことや，測定と同時に保護者から得た降園

後の活動記録に基づくおおよその活動内容から類推して

も，全般に歩数が少なめであることを推測することがで

きる。幼児の活動量に影響を及ぼすものの一つに園庭の

広さ（加賀谷ら 2001）や遊び場の広さ（Finnet al 2002，

Ridgers et al 2006）などの環境要因があげられている。

本研究は異なる 3つの幼稚園に通う幼児を対象としてい

るが，どの園も園庭は狭く園内では移動を伴う動きが十

分にとれる環境にないことも歩数の少なさに影響してい

る可能性がある。

（ 2）身体活動量の年齢差および性差

　身体活動量を学年別，性別にみると，歩数，活動強度

ともに年齢差よりも性差がみられ，男児が女児より有意

に高い値を示した。特に年長の男女間には顕著に差がみ

られた。中野ら（2010）は， 5歳児（年長児）で日常の

歩数に性差が，塩見ら（2008）も 4～ 6歳児で活動強度

に性差がみられたことを報告している。児童，生徒の身

体活動量に関する調査（文部科学省，全国体力・運動能

力・運動習慣等調査2009）では，日常の身体活動量に

は男女差があり，特に女子中学生の日常身体活動量が著

しく少ないことが示されているが，遡って幼児期におい

てすでにその傾向は見え始めているといえる。遊びを含

む日常行動においてすでに幼少期から運動や遊びの好み

には性差があり，男児は活発で戸外での活動を好む傾向

にあることが認められており（佐々木 2009），それが身

体活動量に反映していくことは十分予想できる。それゆ

えに，それが助長され，のちの運動離れへとそのまま導

かれていかないよう教育，保育での配慮が必要だと考え

られる。

2．幼児の基本的運動能力の実態

（ 1）年齢による差異

　測定した運動能力各種目の平均値を，先行研究

（Sugihara et al 2006）と比較が可能な種目（25m 走，

立幅跳び，ボール投げ）について対照すると，どの群も

2000年のデータと同等の値であったが，子どもの体力

レベルが最も高かったとされる1980年代の値に比べる

と低い水準であることが確かめられた。しかし低い水準

ながらも，どの種目についても男女とも年長児が年中児

に比べて高い値を示し，成長に伴う運動能力の向上はみ

られる。このように幼少期では多くの運動において身体

の発育に伴った能力の向上がみられ，測定などから得ら

れる量的な変化は顕著なものが多い。しかしながら，場

合によっては量的な結果は必ずしも質を保証するもの

とは限らない。すなわち同学年で比べると身体が大き

い，発育が進んでいることが相対的に数値を良いものに

している可能性は否定できず，適切な運動スキルを獲得

できているかどうかは測定値のみでは把握しにくい。し

たがって発育期にある子どもの運動の評価をする場合に

は，観察などによる動きそのものの習熟度も合わせてと

らえていくという観点が必要であろう（阿江 2007）。
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（ 2）性　差

　男女差についてみてみると，年長，年中ともに同学

年間ではどの種目においても統計的に有意な差は認め

られなかった。ただしボール投げについては，有意差

はなかったものの両学年ともに男児が女児よりも投距離

は長い傾向であった。これまでの幼児の運動能力に関す

る報告では，ボール投げはすでに幼児期から性差がみら

れ男児が女児を上回ることを示しており（中野ら 2010， 

穐丸 2003），その原因が経験の差からくるもの，すなわ

ち遊びなどの日常的な実施頻度の違いによるところが大

きいとされる。本研究の結果もそれを支持する傾向はみ

られたものの先行研究のような顕著な違いを示すもので

はなかった。このことは，男児でもキャッチボールやボー

ル遊びなどを行う機会が減少しているなど近年の子ども

たちの日常の遊びの変容がもたらす変化かもしれない。

3．幼児の基本的運動能力と日常身体活動量との関係

（ 1）総合的にみた運動能力と活動量との関係

　測定した 5種目の平均 T スコアで示した総合的な運

動能力と身体活動量との関係をみると，1日の平均歩数，

中・高強度運動時間の両者ともそれぞれ有意な相関関係

が認められた。これらの関係を論じる先行研究も多く，

体力，調整力，運動能力などを総合点として評価し，歩

数や活動強度との関係をみており同様の傾向が報告され

ている（田中 2009，中野ら 2010，清水ら 2006，Fisher 

et al 2005，Barnett et al 2011）。これらから，日常的に

より活発に動き活動性の高い幼児ほど運動能力全般は高

い傾向にあることが推察される。

（ 2）運動様式（種目）別にみた活動量との関係

　測定した種目別に身体活動量との関係をみると， 1日

平均歩数，中・高強度活動時間ともに走，跳動作（25m

走，ジグザグ走，立幅跳び）には活動量との相関があり，

中でも25m 走は相関が最も強かった。一方でボール投

げとまりつきには両者とも全く相関がなかった。すなわ

ち，日常的な身体活動量の多さは必ずしもすべての運動

様式に対して同様に影響を及ぼすわけではなく，特に操

作系の動作の習熟に対しては活動量の多寡のみがかかわ

るわけではないことが推察できる。運動様式によっては

その動作を獲得するために要する動きの要素を経験する

ことが必要であることを示唆するものと考えられる。投

能力，投動作については，幼児期からすでに性差が見ら

れることが報告されている（宮丸 1980）。ヒトが経験に

よって獲得していくとされる投動作の差異は，男女の身

体的な要因ではなくまさに遊びなどの日常的な活動の中

における投げるという動きの経験差に起因するといわれ

ている。本研究の対象児においても個人差は非常に大き

く，平均的には値の高い年長男児の中でも，最高8.5m

から最低2.0m までとその幅は大きい。投動作は幼児期

に動作パターンの著しい変容をみせるものの一つであ

り，初歩的な上肢だけの動きから全身を使って投げられ

るようになっていく変化の過程が観察されるている（宮

丸 1980）。したがって完成形の動作にはおよばなくとも

その変容を促すような運動刺激が必要であり，それが不

十分であるために学齢期あるいは青少年期に至っても習

得率の低い事例につながることも多い。幼少期から適切

な形で経験していくことが必要だと考えられる。

　25m 走，ジグザグ走，立幅跳びは，どれも身体活動

量との関係性が認められたが，単純にまっすぐ全力で走

る25m 走が最も相関が強かった。幼児の日常活動の中

で中・高強度の運動には “走る” 動作が多く含まれるこ

とからも，日常活動量の水準が走る能力に影響を及ぼす

ことが推測できる。続いてジグザグ走，立幅跳びの順に

相関が強かった。立幅跳びは，ダイナミックな全身運動

でありながら瞬発性と全身の協応能を要するものであり

日常的な活動の量だけでなく質も影響することが予想さ

れ，単純な活動量との関係性は走る動作に比べて低くな

ることが推測できる。

　Logan et al（2011）は，基本的な運動スキルと日常の

活動レベルとの関係性について，高い活動レベルは基本

的な運動スキルの高さに支えられるものであり，逆に運

動スキルの未習熟な状態が日常の活動性の低さにつなが

ると述べている。すなわち運動スキルを有する（動け

る）ことが活動性につながり，また活発に動き様々な運

動経験をすることで運動スキルも上がっていくという好

循環を意味するものである。さらに，スキルは適切に指

導されなければ身につかず何かしらの介入の必要性が強

調され，幼少期から基本的運動スキルを十分に獲得して

いくことの重要性も指摘されている（Logan et al 2011，

Stodden et al 2008）。さらに基本的運動スキルの習得は，

将来のスポーツ・運動活動への参加を促進させ，青年期

以降の運動行動や健康へも影響を及ぼす可能性が示唆さ

れている（Fisher et al 2005，Lubans et al 2010）。

　一方で，幼少期における運動指導については注意すべ

き点があることが指摘されている。杉原（2008）は大規

模な調査により，幼稚園の一斉指導で運動指導をされた

幼児が，特別に指導されることはなく自由遊びを中心に
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投げとまりつきには全く関係がみられなかった。運動に

よってはそのものあるいは関与する運動の経験がその習

熟に必要である可能性が示唆された。

　これらのことから，将来の基盤となる身体や動きづく

りに重要となる幼児期には，十分な活動量の確保ととも

にその活動内容を十分にとらえ，発達段階に応じた適切

な指導がなされることが重要だと考えられる。
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過ごした幼児に比べて運動能力テストの成績が悪かった

という結果を報告している。幼児の場合には，いわゆる

大人型の一方的にやり方を教える形の指導方法では運動

能力を高める効果は必ずしも保証されず，むしろ内発的

に動機づけられた遊びを中心とした身体活動を十分に行

うことが結果的に適切な運動刺激が与えられることにつ

ながるという。「幼児期運動指針」（文部科学省幼児期運

動指針策定委員会 2012）の中でもいわれるように，幼

児期には幼児自身の自発的な動機に基づいた遊びを中心

とした自由な活動によって結果的に心身の発育に十分な

刺激が得られるのが理想的である。しかしながら実際の

自由遊び中の活動量は必要とされる活動量の 5～40 %

程度であるとの報告（Ridger et al 2006）もあり，幼児

の教育，保育施設における環境の整備・工夫や教育・保

育プログラム，保護者の関与などの適切な介入がなされ

る必要性を指摘する研究も多い（Sugiyama et al 2010，

Pfeiffer et al 2009）。

　今日の日常的な保育の場面においては，幼児の自発的

な運動参加を促し，そして単に活動の量の確保のみにと

どまることなく，その活動内容を十分にとらえ，発達段階

に応じた適切な指導をしてくことが重要だと考えられる。

Ⅴ．ま と め

　本研究は，幼児を対象とし，日常身体活動量（歩数

と活動強度）と基本的な運動能力の現状を確かめると

ともに，運動様式（種目）別にみた両者の関係とその

特徴について検討した。その結果，以下のことが明ら

かになった。

1）本研究の対象児の身体活動量は， 1日の平均歩数，

中・高強度運動時間ともに全般に少なく，幼児の身体活

動目標基準とされる水準より低い状態であった。また，

身体活動量には性差が顕著にみられ，男児に比べて女児

が低かった。

2）本研究の対象児の運動能力は近年の幼児のレベルと

同等であり，1980年代の値に比べて低いものであった。

また，運動能力は成長に伴って向上し，ほとんどの種目

で年長，年中それぞれの学年において男女差はみられな

かった。ただしボール投げについては男児の値が女児を

上回る傾向がみられた。

3）総合的な運動能力は日常身体活動と正の相関がみら

れた。しかしながら，運動様式別にみると，走・跳運動

能力は日常身体活動量との関係性がみられたが，ボール
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